
はじめに 
  
 
本格的な地方分権化の時代を迎え、住民参加による個性あるまちづくりが課題となっ

ています。高岡市においても、「行きたいまち、住みたいまち、みんなでつくる協働の

まちづくり」が市政の大きな課題に位置づけられ、市民がいきいきと活動し、真に心の

豊かさを実感できるまちの実現が求められています。 

 

高岡における「市民協働のまちづくり」は、今から実に 400 年前の慶長年間に、「開

町の祖」前田利長公と城下の「町衆」によって始まりました。この「開町の精神」とも

いうべき「市民協働」を、21 世紀の今日にふさわしい姿で推進し、新しいまちづくり

へと発展させていくことは、代々引き継がれてきた市民と行政にとっての「歴史の宿題」

であるとも言えます。 

 

「高岡市協働のルールづくり検討委員会」には、市民生活の各分野で精力的に活動し

ているメンバーが委員となり、市民の視点に立って「協働のルールづくり」に取り組ん

で来ました。先進地の事例や富山県のガイドラインなども参考にしながら、メーリング

リストによる毎回の宿題、市民団体との意見交換会など協働の委員会にふさわしい独自

の工夫も行いました。 

 

この提言書は、協働の理念・基盤から推進課題まで、協働を推進していく上での基本

的な考えと具体的方策について、現時点で考えられる限りの内容と水準で取りまとめた

ものです。今後、市民と行政の協働の指針として活用されると同時に、協働の実施と発

展に伴って、随時修正・補正が加えられ、高岡市の市民と行政の共有財産にまで高めら

れていくことを切望します。 
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